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母乳は、子どもにぴったりな栄養を供給
し、免疫学的なニーズにもしっかり応え、
感染症の予防に役立ちます。



INTRODUCTIO
N

COVID­19のパンデミックと
地域紛争により不平等が拡大・　　

深刻化し、より多くの人々が
食糧不安に陥っています。

母乳は、子どもにぴったりな栄養を供給し、免疫学的なニーズ
にもしっかり応え、感染症を予防するのに役立ちます。母子の
置かれた環境に関係なく、母乳育児は、母親と子どもの絆を深
め、生まれてすぐから乳児に食糧を安定供給できることで、家
族全体の食糧の安全保障に貢献します。 

COVID­19のパンデミックと地域紛争により、より多くの 人々
が食糧不足に陥り、不平等が拡大・深刻化しました。  さらに、
保健医療システムの能力の限界により、母乳育児支援が悪化し
ました。病気のせいで、母乳育児を支援するスタッフが不足
し、他のスタッフの負担が大きくなり、トレーニングを受けて
いない他のスタッフに業務が移行されるようになりました。人
と人との間に物理的な距離を置くという規則により、一部の親
はスタッフと接触する機会が減り、その結果、スキルのある母
乳育児カウンセリングを受ける機会が減り、十分な知識を得る
ことができなくなりました。COVID­19が疑われる場合、母親
から赤ちゃんを引き離したり、母乳育児を控えさせるなど、エ
ビデンスに基づかない政策を実施する国もありました。さらに、
社会的な接触が制限されているため、地域の母乳育児ピアサ
ポートグループの助けを必要としていても、親がアクセスしに
くくなりました。

母乳代用品企業（乳児用ミルクの会社）による標的型ア
ウトリーチ（的を絞った接触）は、親の乳児栄養法の決
定に影響を与えます。COVID­19に関する誤った情報を
植え付け、より安全な選択肢として母乳代用品を提示す
るといった、母乳代用品企業によって横行するマーケ
ティングは、親の恐怖心を利用して人工栄養に誘導しま
した。こうした母乳代用品企業の行為は、「母乳代用品
のマーケティングに関する国際規準」およびその後の世
界保健総会決議（国際規準）に違反するものでした。ま
た、母乳代用品企業が保健医療従事者への無償教育を提
供することによって、保健医療システムの中での母乳育
児支援が阻害されます。誤解を招く情報を提供し、保健
医療従事者の態度に偏りを持たせ、母乳育児の確立を妨
害しています。医療施設内での国際規準の遵守を徹底す
ることで、保護者は独立した公平な情報を受け取ること
ができ、母乳代用品企業の手口に気づくことができま
す。

母乳育児を支援するには、さまざまな分野で多くの関係
者の協働が必要です。女性が最適な母乳育児を行うため
には、保健医療サービス、職場、地域社会からの支援が
必要であり、支援の必要性は時間を経るごとに徐々に次
の段階へと進んで行きます。こうした連鎖は「母乳育児
を支える温かい支援の輪」と呼ばれています。温かい支
援の輪に沿って活動するすべての関係者の能力を向上さ
せ、高めるための教育が急務となっています。世界母乳
育児週間 2022 は、この能力のステップアップに焦点を
当てます。エビデンスに基づく国家政策に支えられた教
育や既存のシステムの変革は、母乳育児に適した保健医
療施設、支援的なコミュニティや職場の確保につなが
り、短期的にも長期的にも母乳育児率、栄養、健康を回
復・向上させることができます。 WABA | 世界母乳育児週間　2022 32
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母乳育児の課題と必要なサポート

情報を提供するにあたっての課題

産前のサポート (妊娠中/ 出産前)
親は母乳育児をするための準備が必要であり、妊娠中は特に重要で
す。しかし、親は新生児に母乳を与える必要性や準備する必要性を
完全には理解していないかもしれません。

親への教育の優先順位の競合：
親は母乳育児など産後のことよりも、実際の出産
に集中しがちである

不

妊娠中の人とそのパートナーが
母乳育児の重要性とその方法について
十分な情報を得られるようにするた
めのスタッフや医療従事者の取り組み
が不足している

産前ケアにあたっているスタッフが
仕事をするために十分な
トレーニングを受けていないことも
しばしばある

親が知る必要のあること

• 母乳育児の重要性とその健康的、社会的、経済的な利点。
• 6か月間は母乳のみで育て、その後は補完食を与えながら2年以降まで母乳を与え

ることが推奨されていること。
• 陣痛の間や出産後にどうなるのか。
• 出産時の付き添い人を誰にするかなど、出産の計画を立てる。
• 母乳育児に関する悩み、迷信、思い込みへの回答。
• 授乳時の赤ちゃんの抱き方や吸いつき方、人形を使った練習など。
• 母乳を手で搾乳する方法とその有用性について。
• 職場復帰後に母乳育児を続けるにはどうしたらよいか。

また、復帰後の時間、空間、サポートを求めるため
に、あらかじめ雇用主に相談する必要があること。

産前のサポートを充実させるには
•
•

母乳育児の準備の重要性を啓発する。
母乳育児の話題を産前健診のたびに組み入
れ、妊娠初期・中期・後期のそれぞれの時期
に適切な情報を提供し、利用可能なテクノロ
ジーや（訳注：人形などの）教材を使った実践
的なデモンストレーションを行い、親が
もっと学ぶためのリンクや情報/リソースも
提供する。

・ 産前のサポートにあたるすべてのスタッフが、
エビデンスに基づく最新の情報とカウンセリ
ングを提供できるよう、トレーニングする。

・ 親に、さらなる支援を提供できるコミ ュニティ・ネットワーク
を産前に紹介する。
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母乳育児の準備のためには
親は産前ケアのルーチンと
して妊娠初期から、母乳育
児に関する教育と、今後の
ことを見据えた母乳育児カ
ウンセリングを受ける必

要があります 。 WABA | 世界母乳育児週間　2022 54
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「母親にやさしいケア」とは 
• 静かで快適な環境、女性が希望する付き添いや
ドゥーラ、自由に動き回れること、薬剤の使用は
最小限にすること、食べ物や飲み物を（制限され
ることなく）摂取できること、上体を起こす、
しゃがむ、横向きになるなど女性自身が選んだ姿
勢で出産できることで、薬剤に頼らない陣痛管理
をすること。鎮痛剤は赤ちゃんを眠くさせ、乳房
を吸う意欲を減弱させ、母乳育児の開始を遅らせ
る可能性がある。

• 出産直後の肌と肌のふれあいや 母乳育児の早期開
始（器械分娩、帝王切開分娩の場合も同様）

出産時のサポートを充実させるには 

産科施設内での「母親にやさしいケア」と
BFHIの方針を示し 資金を投じ実施することを
提唱する。
母親にやさしい方針とBFHIを母子保健のケア
の質の基準に組み込み、出産時のサービスが確
実に母乳育児をサポートするようにする。
保健医療従事者が、「母親にやさしいケア」を行
い、出産直後の肌と肌とのふれあいを実施
し、早期に母乳育児を開始する支援をでき
るような能力を確実に持てるようにする。

出産/出生 
出産中の医療介入は、母乳育児の開始と確立の両方を妨害する
可能性があります。

出産時の課題

産科のサービスには、「母
親にやさしいケア」方針が
ない場合が多く、また既存
の方針を十分に実行してい
ない場合もある

「赤ちゃんにやさしい病院運動
（BFHI）」の方針がない、または
その実施が不十分で、早期の肌と
肌のふれあいが適切に行われず、
母親と赤ちゃんの不必要な分離
や、適切な時期に母乳育児を開始
することへの支援が不足している
可能性がある

助産師や看護師の人
数の不足と、十分な
トレーニングの不足

母乳育児をスムーズに
開始するために

妊娠中の女性は、出産時に
「母親にやさしいケア」を

必要としています。
すべての産科病棟は、出産時のケア
の適切な支援について、エビデンス
に基づく情報を提供する方針文書を

必要としています。 WABA | 世界母乳育児週間　2022 76
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https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2409133/
https://www.who.int/publications/i/item/9789241513807
https://www.who.int/activities/promoting-baby-friendly-hospitals
https://www.globalbreastfeedingcollective.org/global-breastfeeding-scorecard-2021
https://obgyn.onlinelibrary.wiley.com/doi/abs/10.1016/j.ijgo.2014.10.013
https://www.unicef.org/health/maternal-newborn-and-child-survival
https://www.who.int/publications/i/item/9789240008854


産後ケア／産後6週間 
お母さんと赤ちゃんが分娩室を出てから、お母さんのための産後ケアと
赤ちゃんのためのケアが始まります。ケアは通常 、病院内のスタッフ
が数時間から数日間行い、退院後は他のスタッフが地域サービスで行
い、産後健診まで6週間継続する必要があります。

産後期の課題

スタッフが母乳育児
の実用的な支援提供
のためのトレーニン
グを受けていない可
能性がある

スタッフがスキルを
持っていても、短い入
院期間では、最初の1
～2日に 、母親に効果
的に母乳育児支援をす
るための十分な時間が
ないことがある

その後、母親と赤ちゃんが自宅にいる1
～2週間の間に適切なガイダンスが行わ
れないと、母親は必要なスキルを身につ
けられず、母乳育児が確立されない可能
性がある
親が乳児用ミルクを与えることを勧めら
れたり、ミルクをあげることを選んだり
して、赤ちゃんが効果的な母乳の飲み方
を学べない可能性がある

産後6週間のサポートを充実させるには

• 助産師やその他の保健医療従事者、地域の母乳育児カウンセラーをトレーニング
し、分娩後から産後６週間までの期間に母乳育児を確立するための実践的なガイ
ダンスを母親に提供する。

• 保健医療従事者は、母親が赤ちゃんを胸に抱いてしっかりと吸着できるように
し、欲しがるときに欲しがるだけ授乳する方法を説明する能力が求められる。

•

•

保健医療従事者は、母親に母乳のしぼり方と、どのような場面でそれが役に
立つかを教えることができる必要がある。
また、適切な母乳育児支援や、必要な場合は追加の支援が受けら
れる場所を母親に知らせるべきである。
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母乳育児を初期に確
立するためには、

母乳育児に関する
カウンセリングと

実践的な支援が
産科施設でも自宅でも
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https://www.globalbreastfeedingcollective.org/reports/infant-and-young-child-feeding-counselling
https://www.globalbreastfeedingcollective.org/reports/infant-and-young-child-feeding-counselling
https://www.who.int/publications/i/item/9789240008854


継続支援
産後、母乳だけで育てる割合や母乳育児継続の割合が著し
く低下することがあります。 

継続支援の課題

継続支援を充実させるには

•

母乳育児を継続させるためには,
親は、少なくとも１年間、可能ならそれ以上の
期間、母乳育児カウンセリングが受けられる支
援を必要としています。そのためには、家族に
適切な保健センター、クリニックを紹介し、母
乳育児カウンセラーやピアサポート・グループ

につなげることができます。

母親が十分な出産・
育児休業を取れず、
心の準備ができないう
ちに仕事に復帰しなけ
ればならないこと

父親/パートナー、大家族、
地域社会からのサポートが
得られないと、母親はやる
気を失い、必要な精神的・
身体的サポートを受けられ
なくなることがある

母乳育児を続けながら適切
な時期に補完食を始めるこ
とについての実践的な知識
の不足
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2年以上母乳育児を続ける
ことの大切さについて、 
医療従事者や地域社会全
般の認識不足 

母乳育児を応援しない、
あるいは母乳育児に必要
な時間や場所を提供しな
い職場

・予防接種や乳幼児健診などの受診時、乳幼児栄養の相談や医療ケアの時など、保健と
地域社会のサービスの中に母乳育児カウンセリングを含むよう提唱する。
どこに行っても、6か月間は母乳のみで育て、補完食を与えながら２年以上は母乳育児
を続けるように母親が励ましてもらえるようにする。また、母乳育児の困難、乳児が
泣いたり機嫌が悪くなったりした場合の対処法、母乳代用品を不必要に使用しないこ
となどについてカウンセリングを受けることができる。
父親/パートナー、その他の家族も一緒に相談を受けることができる。父親などの家族
は 、母親が母乳育児に専念できるように、母親を支え、励まし、家事を引き受けると
いう役割を果たす必要がある。

・ 母乳育児カウンセラーやピアサポートグループに家族を紹介し、医療制度以外のさら
なる支援を受けるようにする。カウンセラーとサポートグループがトレーニングを受
け、母乳育児とそれを支援する方法に関する最新の情報を提供できるようにする。
女性とそのパートナーは、母乳育児のために理想的には6か月間の有給の出産・育児休業
が必要。母親が職場に戻らなければならない場合、職場に授乳室・搾乳室があれば、女性
は快適に母乳をしぼることができる。少なくとも最初の6か月間は、フレックスタイ
ム制が有効。
地域や社会全体が、母乳育児が当たり前にできる社会と母乳育児にやさしい環境を提
唱する必要がある。

・

・

・

https://waba.org.my/paw-chart-2019/
http://apps.who.int/iris/handle/10665/280133
https://apps.who.int/iris/handle/10665/346567
https://www.globalbreastfeedingcollective.org/reports/implementation-guidance-counselling-improve-breastfeeding-practices
https://wicbreastfeeding.fns.usda.gov/how-dads-can-support-their-breastfeeding-partner
https://www.cambridge.org/core/journals/primary-health-care-research-and-development/article/translating-fathers-support-for-breastfeeding-into-practice/060DC15EA8B12C6B6D11A6DE799AD8CC
https://www.cdc.gov/breastfeeding/pdf/bf_guide_3.pdf
https://professoramybrown.co.uk/articles/f/seven-ways-you-can-help-make-society-more-breastfeeding-friendly
https://worldbreastfeedingweek.org/2019/action-folder/


特別な状況や災害時

特別な状況下で
母乳育児を確立し維持するためには、

親は乳児栄養にさらなる支援とサポートが
必要です。母乳育児は、災害時やその他の特別な

状況下で命を救うことができます。災害時には 
母乳で育てられている児と母乳を飲んでいない児

の両方の栄養ニーズとケアに
注意を払う必要があります。 

優先順位は、乳児の母親のしぼった母乳、健康な
他の女性からの母乳や母乳バンクからの母乳、乳

児用ミルクなどの母乳代用品の
順で、コップで与えます。これらの選択肢は、
文化的背景や母親が受け入れやすいかどうか、

サービスがあるかどうかに基づいて、
情報提供されなければなりません。

母乳育児を妨げる特別な状況とし
て、次のような場合があります。

• 早産児
• 在胎期間相当の体格よりかな

り小さく生まれた新生児
• 母親の糖尿病
• 赤ちゃんに低血糖のリスクが

ある
• 母子分離
• 母親が病気である、または母

乳育児が禁忌とされる薬を服
用している

• 災害または危機的状況によ
り、母親が 母乳
をあげることが
できなくなる

災害時のサポートを充実させるには
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・

特殊な状況下でのサポートを改善させるには

・

• 必要なときにドナーミルクを提供するための母乳バンクを設立する。
• 早産や低出生体重児の母乳育児のためのカンガルー・マザー・ケア（KMC）を

実践する。
• 適切な場合には、母乳分泌復帰と母親以外の女性からの直接授乳を奨励する。

乳幼児栄養支援カウンセリングの要点、『災害時における乳幼児の栄養：
災害救援スタッフと管理者のための活動の手引き』、「国際規準」につい
て、関連スタッフにオリエンテーションとトレーニングを行う。
母乳育児のカウンセリングのスキルのある人々や支援先、翻訳のリストを
作成する。

乳幼児栄養支援と母乳育児・人工栄養の計画、
脆弱な子どもの特定と管理に関する計画を
作成する。
災害時の母乳代用品、その他の乳製品、
哺乳のための器材の寄付の防止と管理の
ための計画を立てる。

・

・

https://link.springer.com/chapter/10.1007/978-3-030-43428-1_17
https://www.unhcr.org/55c474859.pdf
https://www.karger.com/Article/Fulltext/452821
https://www.who.int/news/item/26-05-2021-kangaroo-mother-care-started-immediately-after-birth-critical-for-saving-lives-new-research-shows
https://www.who.int/publications/i/item/9789240005648
https://abm.me.uk/breastfeeding-information/relactation/
https://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0222980
https://apps.who.int/iris/handle/10665/351255
https://apps.who.int/iris/handle/10665/43659
https://www.unicef.org/documents/procurement-and-use-breastmilk-substitutes-humanitarian-settings
https://www.globalbreastfeedingcollective.org/reports/operational-guidance-breastfeeding-counselling-emergencies
https://www.ennonline.net/operationalguidance-v3-2017


温かい支援の輪における
支援者の役割と教育・

トレーニング
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グ保健医療従事者
保健医療従事者は、母乳育児支援において欠かせない
役割を担っています。そのため一貫性があり適切な科
学的根拠に基づいた教育が必要です。臨床に出る前の
教育と臨床における定期的なトレーニングの両方が提
供されなければなりません。また、保健医療従事者を
トレーニングするトレーナーのための教育プログラムが
あると、持続可能なプログラムになる助けになります。
保健医療従事者は、保健医療施設における（母親と赤
ちゃんにやさしい）方針が遂行できるように、「母親に
やさしいケア」とBFHIを理解する必要があります。ま
た、母乳育児カウンセリングの具体的な能力を養う必要
があります。「国際規準」に書かれている保健医療従事
者の責務を果たすため「国際規準」のトレーニングも欠
かせません。また、文化的慣習や信じられていること
を知り、それがどのように母乳育児に影響を与えて　 

いるのかも知る必要があります。

保健医療従事者

• 母乳育児カウンセラー
• 母乳育児サポートグループ
• 国際認定ラクテーション・コンサル

タント
• 地域の保健医療従事者・保健師
• ドゥーラ・出産を介助する伝統的産婆
• 家庭医・かかりつけ医
• 助産師・看護師
• 栄養士・管理栄養士
• 産科医
• 小児科医
• 保健医療システムの政策立案者 /

保健医療行政の管理者

地域社会の人々

• 研究者 / 教育者
• コミュニティの人々
• 雇用主や労働組合
• 環境保護を唱える人々
• 宗教関係者（寺・神社・教会

などのグループ）
• 父親/パートナー
• 祖父母や家族
• メディア
• 若者
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https://www.who.int/publications/i/item/9789241550468
https://www.who.int/publications/i/item/9789240008854
https://www.who.int/publications/i/item/9789240005990
https://tghncollections.pubpub.org/pub/9-sociological-and-cultural-influences-upon-breastfeeding/release/2
https://apps.who.int/iris/bitstream/handle/10665/44117/9789241597494_eng.pdf


担い手 その役割と必要な教育

地域の保健医療
従事者・保健師

地域の保健医療従事者・保健師は、社会から疎外された人々
やリスクの高い人々の母乳育児を支援し、地域社会の家族に
実際的な支援を提供する上で重要な役割を果たすことができ
る。よくある困難に対処するために、母乳育児の教育と基本
的なカウンセリングスキルが必要である。また、必要な場合
には医療専門家やよりスキルの高い母乳育児カウンセラーを
紹介できることも大切である。  さらに、母乳育児を応援し、
よくある懸念を晴らす役割も担える。

ドゥーラ・
出産を介助する
伝統的産婆

ドゥーラ・出産を介助する伝統的産婆は、妊娠中、陣痛の
間、出産時、産後の女性/親をサポートする。「母親にやさし
いケア」と早期の母乳育児支援に関する基本的な教育を受け
ている必要がある。また、誤った情報や有害な文化的慣習に
対抗して、適切な情報を伝えるという役割も担える。

家庭医・かかり
つけ医

女性と子どもを診るすべての医師は、母乳育児の価値、人工
栄養のリスク、そして医師自身が母乳育児に与える影響を理
解する必要がある。医師は、基本的な母乳育児のサポート
と、母親が病気になった場合の安全な治療、母乳を介して赤
ちゃんに影響を与える可能性のある薬を避けることができな
ければならない。また、必要な場合に、経験豊富な援助が受
けられるには、だれに紹介したらいいかを知っていることも
必要である。
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担い手 その役割と必要な教育

母乳育児カウン
セラー

母乳育児カウンセラーは、母親の母乳育児を支援するため特別
にトレーニングを受けた保健医療従事者もしくは地域の働き手
である。保健医療システム内の担い手であるかもしれないし、
保健医療サービスと協力して活動することの多い地域団体や母
乳育児サポートグループの中の担い手であるかもしれない。 
母乳育児カウンセラーのトレーニングには異なる基準があり、
ところによって異なる肩書きを持つこともある。

母乳育児サポー
トグループ

母乳育児サポートグループは、母親支援グループやピアサポー
トグループと呼ばれることもあり、地域の家族のために母乳育
児を継続支援する重要な役割を持っている。女性とその家族に
タイムリーで正確な情報を提供し 、最適な母乳育児を促進する
ための実用的かつ精神的な支援を行うことができる。
母乳育児支援グループはしばしば地域の保健医療サービスと協
力し、困難な状況にある母親を紹介したり、継続支援のための
紹介を受けたりする。  母乳育児によくある困難を克服するた
めの教育や情報源、家族を対面やオンラインで支援するための
基本的なカウンセリングスキルを必要とする。

(国際)認定ラク
テーション・コ
ンサルタント

（国際）認定ラクテーション・コンサルタントは、母乳育児に
関する臨床的な支援を専門とした保健医療専門家である。保健
医療サービスの中で働いていることもあるし、地域で働いてい
て紹介を受けて役立つサービスを提供することもある。母乳育
児中の母親と乳児が出合うあらゆる困難や課題を評価し、それ
を解決するためのツールと技術を知るようにトレーニングされ
ている。

保
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者

WABA | 世界母乳育児週間　2022 1716

https://www.breastfeeding.asn.au/roles/breastfeeding-counsellors
https://astute.imaworldhealth.org/sites/default/files/toolkits/Community%20health%20worker%20(CHW)%20training%20dialogues%20for%20counselling%20on%20exclusive%20breastfeeding.pdf
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1002/fsn3.1559
https://www.dona.org/552-2/
https://bmcpregnancychildbirth.biomedcentral.com/articles/10.1186/s12884-018-1691-7
http://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2019/10/Warm-Chain-card-for-Certified-Lactation-Consultant.pdf
https://gpifn.org.uk/role-of-the-gp/
https://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2021/03/warm_chain_postcards_Member-Of-Mother-Support-Group.pdf


担い手 その役割と必要な教育

小児科医 小児科医は、自分たちのアドバイスが乳児栄養法の選択に関
して、強い影響力を持っていることを自覚する必要がある。
母乳育児の価値、乳児用ミルクの不適切な使用のリスクと不
必要な使用を避けることの大切さを理解する必要がある。母
乳育児支援の基本的なスキルと、病気の場合の母乳育児支援
について知っておく必要がある。

保健医療システム
の政策立案者/　

保健医療行政の　
管理者

政策立案者は、保健医療施設がBFHIと母乳育児支援とカウン
セリングに関して、あらゆるレベルで十分なトレーニングを
受けた医療従事者を確保できるようにする必要がある。保健
サービス政策として、関連する教育やトレーニングに十分な
予算が割り当てられなければならない。母乳代用品の製造企
業・販売業者から教育や資金の提供を受けると、利益相反が
発生し教育の中のメッセージが歪んでしまう。

保
健
医
療
従
事
者

担い手 その役割と必要な教育

助産師・看護師 母親と赤ちゃんのケアをする助産師や看護師は、女性が乳
児への栄養法について決断し、母乳育児の経験がうまくい
くかどうかに強力な影響力を持っている。この職種の教育
に必要なものは、母乳育児を始めてうまくやっていくため
に親が準備しておくこと、出産時の母親にやさしいケア、
出産と母乳育児の過程に関するカウンセリングである。カ
ウンセリングのスキルは、この職種の教育の中で必須のも
のである。

栄養士 ・管理
栄養士 栄養士や管理栄養士は、母乳と乳児用ミルクの組成の違い

や、母親の食生活が母乳に与える影響について理解する必要
がある。職務上のアセスメントに母乳育児も含める必要があ
る。母乳代用品の不必要な使用をやめさせ、必要に応じて母
乳育児の専門家に母親を紹介する必要がある。

産科医 産科医は「母親にやさしいケア」と母乳育児に関して重要な
役割を担っている。帝王切開や器械分娩、麻酔の副作用を理
解し、最小限に抑える必要がある。 産後すぐの肌と肌のふれ
あいと母乳育児の1時間以内の開始を可能にする責任を負っ
ている。 帝王切開後は特に重要である。そして産後の母親が
母乳育児の支援を受けられるようにする必要がある。

保
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https://apps.who.int/iris/handle/10665/343555
http://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2019/10/Warm-Chain-card-for-Midwife.pdf
https://apps.who.int/iris/handle/10665/343555
http://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2019/10/Warm-Chain-card-for-Nutritionist-and-Dietitian.pdf
https://apps.who.int/iris/handle/10665/340706
https://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2020/07/warm_chain_postcards_obstetrician-gynaecologist.pdf
https://www.bfmed.org/protocols
https://www.acog.org/-/media/project/acog/acogorg/clinical/files/committee-opinion/articles/2018/10/optimizing-support-for-breastfeeding-as-part-of-obstetric-practice.pdf
http://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2019/10/Warm-Chain-card-for-Paediatrician.pdf
https://apps.who.int/iris/handle/10665/342927
https://www.bfmed.org/protocols
https://www.internationalmidwives.org/assets/files/general-files/2019/10/icm-competencies-en-print-october-2019_final_18-oct-5db05248843e8.pdf


担い手 その役割と必要な教育

研究者/教育者
さまざまな分野の研究者・教育者は、最適な乳児栄養のあり
方について、また、最適とは言えない実践の影響について、
研究・教育する上で重要な役割を担っている。 保健医療専門
家、保健医療従事者、ボランティアや小中学生や高校生の教
育やトレーニングに貢献することができる。学部課程のカリ
キュラムに乳児栄養を組み込むよう提唱することができる。

コミュニティ
の人々 コミュニティの人々は、個人として、または特定のコミュニ

ティのグループで、母乳育児を促進する上で重要な役割を
担っている。地域社会全体が、母乳育児の価値と女性が直面
する課題を理解する必要がある。共に、政策の変更と様々な
状況にある女性への支援の提供を提唱することができる。

雇用主と
労働組合 雇用主と労働組合は、職場における母乳育児にやさしい環

境の価値を知る必要がある。これには、雇用主または公的
資金で提供される有給の出産・育児休業、育児時間（授乳
や搾乳のための時間）、授乳または搾乳のための職場の設
備が含まれる。
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地域社会の人々
地域の人々は、世界母乳育児週間のような、
母乳育児を保護、促進、支援するための国内
および国際的なアドボカシーとプログラムを
支援する重要な役割を担っています。

乳児用ミルクの誤った情報を提供し非倫理的な
プロモーションを行う母乳代用品企業の手口に

ついて認識する必要があります。
地域の人々も、母乳育児を支援する方法を理解
するための教育やトレーニングを必要としてい

ます。母乳育児を支援するために　
保健医療従事者と協力することができます。
そして、親が退院してから、母乳育児支援の

格差を埋めることができます。
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https://equityhealthj.biomedcentral.com/articles/10.1186/s12939-021-01451-0
https://www.unicef.org/media/73206/file/Breastfeeding-room-guide.pdf
http://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2019/10/Warm-Chain-card-for-Academia.pdf
https://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2020/09/warm_chain_postcards_Member-Of-Your-Community.pdf
https://equityhealthj.biomedcentral.com/articles/10.1186/s12939-021-01451-0
https://www.breastfeedingnetwork.org.uk/more-information-for-employers/
https://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2020/12/warm_chain_postcards_Trade-Union.pdf
https://www.unicef.org/media/73206/file/Breastfeeding-room-guide.pdf


担い手 その役割と必要な教育

祖父母や家族
祖父母やその他の家族は、特に家事を手伝ってくれる重要な
存在である。母乳育児に関する最新の教育に参加し、保健医
療専門家が母親に対して伝える推奨を支援し、母乳育児を妨
げる文化的慣習を回避するのを助ける必要がある。

メディア マスメディアとソーシャルメディアは、専門家と協力して偏
りのない適正な情報を伝えることで、母乳育児を保護し支援
することができる。乳児用ミルクのプロモーションや非倫理
的なマーケティングが母乳育児に与える影響について知らさ
れ、メディアを通じて母乳育児をスタンダードとして扱うこ
とによって母乳育児を促進するよう奨励される必要がある。

若者
若者は、革新的なアプローチを用いて社会規範を変える力
を持っている。したがって、母乳育児を可能にする環境を
提唱する上で積極的な役割を果たすことができる。性と生
殖に関する健康の一部として母乳育児について、学校や保
健医療サービスから教育を受ける必要がある。

担い手 その役割と必要な教育

環境保護を唱える
人々

環境保護を唱える人々には、動物の乳の加工や包装の必要
性を減らせるので、母乳で育てることは地球の健康に貢献
するとアピールすることができる。

宗教団体
宗教団体（神社、寺院、教会など）は、それぞれのコミュ
ニティで子どもを持った親に対する教育や支援を行うこと
ができる。それぞれの宗教の指導者は、自分たちの集会で
母乳育児を支援できるように、母乳育児が乳児とその家族
のために価値があることについての情報を必要としてい
る。

父親/パートナー

母乳育児をする母親をサポートするためには、父親や
パートナーの存在が重要である。母乳育児の利点、実際
に母親をどう援助するかの方法を知る必要がある。　　
また、母親を休ませる目的で乳児用ミルクを使用するこ
とは推奨されていないということも知る必要がある。
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https://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2020/07/warm_chain_postcards_environmentalist.pdf
https://ajph.aphapublications.org/doi/full/10.2105/AJPH.2012.300737
http://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2019/10/Warm-Chain-card-for-Father.pdf
https://www.lllc.ca/new-grandparents-10-things-you-can-do-support-breastfeeding
https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/10410236.2017.1351275
https://internationalbreastfeedingjournal.biomedcentral.com/articles/10.1186/s13006-018-0166-9
https://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2020/09/warm_chain_postcards_Young-Person.pdf


温かい支援の輪のステップアップ

母乳育児の保護のた
めには温かい支援の
輪のすべての人々
は、母乳代用品や哺
乳びんの製造・販売
業者の商業的影響を
受けずにいる必要が
あります。

温かい支援の輪のす
べての人々は、親が
公平に情報を得た上
で決断できるよう
に、「国際規準」の
中の責務について教
育を受けなければな
りません。

母乳育児の継続のた
めには 親は少なくと
も最初の1年間、可
能であればそれ以
上、母乳育児カウン
セリングを受けるこ
とが必要です。

保健医療従事者と地
域社会の人々は、 温
かい支援の輪に沿っ
て、自分たちの提供
するサービスや、必
要なときに紹介する
先で、継続して母乳
育児カウンセリング
が受けられるように
調整する必要があり
ます。

母乳育児の準備のため
には 親は保健医療と地
域社会の両方から教育
と今後のことを見据え
た母乳育児カウンセリ
ングを受ける必要があ
ります。

保健医療従事者は地域
社会の人々と協力し、
親が産前に一貫した情
報を受け取れるように
することができます。

母乳育児の開始のた
めには、出産時の
「母親にやさしいケ
ア」と、適切な支援
による、出産直後の
肌と肌のふれあいが

必要です。

臨床に出る前の教育
や臨床に入ってから
の研修で、保健医療
従事者は支援のため
の能力を取得してお
く必要があります。

産後の母乳育児の確
立のためには 産科施
設においても退院後
においても、母乳育
児カウンセリングを
受けられるようにし
なければなりませ
ん。

この大切な時期に母
乳育児カウンセリン
グの継続性と一貫性
を確保するために
は、保健医療システ
ムと地域社会のさま
ざまな人々の間で、
緊密なコミュニケー
ションが必要とされ
ています。

母乳育児支援を充
実させ、グローバル
な母乳育児の到達目
標を達成するため
に、温かい支援の輪
のすべての関係者の
能力を強化する必要
があります。

政府や意思決定者
は、母乳育児のため
の教育や支援に投資
し、赤ちゃんのいる
家庭が母乳育児を可
能にする環境を整え
る必要があります。
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https://www.who.int/teams/nutrition-and-food-safety/global-targets-2025
https://www.who.int/teams/nutrition-and-food-safety/global-targets-2025
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このパンフレットの翻訳・発行はWABAの許可により実現しました。

〈理事〉 ［ ●は翻訳担当］

●多田香苗（代表）、稲葉信子、入部博子、江田明日香、奥起久子、小野田美都江、國枝まこ、小竹広子、●瀬尾智子、瀬川雅史、田中奈美、西垣敏江、西田真奈
美、入道聡子、萩原有希子、長谷川万由美、●引地千里、●本郷寛子、三浦孝子、森あさよ、涌谷桐子、● 柳澤美香、吉澤志麻、渡邊和香、渡辺孝紀、和田友香
BSNの理事会は、医師や助産師などの保健医療専門家のみならず、社会福祉やメディア社会学、法律の専門家、および母乳育児
支援団体の母親リーダーなどを含むメンバーで構成されており、母乳育児がしやすい社会をめざして活動を続けています。

世界母乳育児行動連盟（WABA) は、「イノチェンティ宣言」、「すばらしい未来を作り出すための 10 のリンク」、「乳幼児の栄
養に関する世界的な運動戦略」に基づき、世界中の母乳育児の保護・促進・支援をしている個人と団体のグローバルなネットワー
クです。 WABA は 国連児童基金 (UNICEF) の諮問資格を有し、国連経済社会理事会 (ECOSOC) の特殊協議資格をもつNGO です 。 
WABA は毎年世界母乳育児週間キャンペーンをコーディネートしています。

WABA, PO Box 1200 10850 Penang, Malaysia
電話: 60-4-658 4816｜ファクス: 60-4-657 2655｜電子メール: wbw@waba.org.my｜Web: www.worldbreastfeedingweek.org
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